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今、わたしたち今、わたしたち今、わたしたち今、わたしたち今、わたしたち今、わたしたち今、わたしたち今、わたしたちがががががががが
考えない考えない考えない考えない考えない考えない考えない考えないといけないこと、できることといけないこと、できることといけないこと、できることといけないこと、できることといけないこと、できることといけないこと、できることといけないこと、できることといけないこと、できること

今を良くするだけでなく、今を良くするだけでなく、今を良くするだけでなく、今を良くするだけでなく、今を良くするだけでなく、今を良くするだけでなく、今を良くするだけでなく、今を良くするだけでなく、5050505050505050年後、年後、年後、年後、年後、年後、年後、年後、100100100100100100100100年後も考える年後も考える年後も考える年後も考える年後も考える年後も考える年後も考える年後も考える

千葉県手賀沼 2010/6/4撮影
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風神山近くの森の中 2010/5/23撮影

今日の内容今日の内容今日の内容今日の内容今日の内容今日の内容今日の内容今日の内容

�� 自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介

�� 自然災害に適応することと、その適応力。自然災害に適応することと、その適応力。自然災害に適応することと、その適応力。自然災害に適応することと、その適応力。自然災害に適応することと、その適応力。自然災害に適応することと、その適応力。自然災害に適応することと、その適応力。自然災害に適応することと、その適応力。

�� 気候変動と地盤災害気候変動と地盤災害気候変動と地盤災害気候変動と地盤災害気候変動と地盤災害気候変動と地盤災害気候変動と地盤災害気候変動と地盤災害
–– 自然災害の発生状況自然災害の発生状況

–– 将来の気候と将来の気候将来の気候と将来の気候

–– 最近の地盤災害最近の地盤災害

�� 気候変動を考慮した地盤災害の予測気候変動を考慮した地盤災害の予測気候変動を考慮した地盤災害の予測気候変動を考慮した地盤災害の予測気候変動を考慮した地盤災害の予測気候変動を考慮した地盤災害の予測気候変動を考慮した地盤災害の予測気候変動を考慮した地盤災害の予測
–– 沿岸域の地震による液状化危険度の変化沿岸域の地震による液状化危険度の変化

–– メガデルタ地域における地盤沈下と海面上昇による浸水域の拡大メガデルタ地域における地盤沈下と海面上昇による浸水域の拡大

�� おわりにおわりにおわりにおわりにおわりにおわりにおわりにおわりに
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専門分野専門分野専門分野専門分野専門分野専門分野専門分野専門分野

�地盤工学地盤工学地盤工学地盤工学
– 地盤災害を予測し、それを防止・低減する技術
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専門分野専門分野専門分野専門分野専門分野専門分野専門分野専門分野

�地盤工学地盤工学地盤工学地盤工学
– 地盤災害を予測し、それを防止・低減する技術

道路盛土建設による地盤の変形予測

海面上昇前後の液状化ハザードマップ
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長崎長崎長崎長崎長崎長崎長崎長崎大水害大水害大水害大水害大水害大水害大水害大水害((((((((19821982198219821982198219821982年年年年年年年年７月７月７月７月７月７月７月７月2323232323232323日）日）日）日）日）日）日）日）

� 今のモチベーションとなっている１つ今のモチベーションとなっている１つ今のモチベーションとなっている１つ今のモチベーションとなっている１つ
– 長崎の街。平らな土地がほとんどなく、海岸線からすぐ坂道、そして、

山。すり鉢上の地形
– 一晩、街の中で過ごす。どんどん水かさが増し、大人の男性の胸ぐ

らいまでの水位。
– 一夜明けると、山間部では、がけ崩れ、鉄砲水、土石流などの土砂

災害が発生していた。
– 人的被害は、死者295名、行方不明4人長崎市の死者・行方不明者

262人のうち、土石流や山崩れによる被害者が199人、93世帯にの
ぼり、洪水や増水によるものより極めて大きな被害。

– 日本における都市型水害の最初と言われている。
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長崎大水害長崎大水害長崎大水害長崎大水害長崎大水害長崎大水害長崎大水害長崎大水害(1982(1982(1982(1982(1982(1982(1982(1982年７月年７月年７月年７月年７月年７月年７月年７月2323232323232323日）日）日）日）日）日）日）日）

長崎大水害の記録より
http://www.doboku.pref.nagasaki.jp/~suigai/index.html

Global trend of natural disasters, 1960 to 2004

(PWRI, 2005)

Regional distribution of affected

people, 1975 to 2005

Regional distribution of economic

damages, 1975 to 2005

Regional Distribution of Damages, 1975 to 2005

Types of natural disasters in Asia in 2005

(ADRC, 2006)
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地球シミュレータの結果では・・・地球シミュレータの結果では・・・地球シミュレータの結果では・・・地球シミュレータの結果では・・・地球シミュレータの結果では・・・地球シミュレータの結果では・・・地球シミュレータの結果では・・・地球シミュレータの結果では・・・

� 全球的な熱帯低気圧の発生数
は現在気候実験において年平
均78.3 個であったのに対し、温
暖化予測実験では年平均54.8 
個であり、30%程度減少したこと
が示されたが、地理的な分布に
大きな変化はみられなかった。

� 熱帯低気圧の強度（最大風速）
別の出現頻度を調べたところ、
海上（地上）の最大風速が45 
m/s を超えるような非常に強い
熱帯低気圧の出現数について
は、逆に温暖化にともなって増
加する傾向があることがわかっ
た。熱帯低気圧にともなう降水も、
温暖化予測実験のほうが強くな
る傾向があった。

気象庁気象庁気象庁気象庁気象庁気象庁気象庁気象庁 異常気象レポート（２００５）より異常気象レポート（２００５）より異常気象レポート（２００５）より異常気象レポート（２００５）より異常気象レポート（２００５）より異常気象レポート（２００５）より異常気象レポート（２００５）より異常気象レポート（２００５）より
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週間降雨量の変化は？（予測値）週間降雨量の変化は？（予測値）週間降雨量の変化は？（予測値）週間降雨量の変化は？（予測値）週間降雨量の変化は？（予測値）週間降雨量の変化は？（予測値）週間降雨量の変化は？（予測値）週間降雨量の変化は？（予測値）

19911991--20002000の再現計算値の再現計算値

20312031--20502050の計算値の計算値

気象庁提供による 気候統一シナリオ 第２版（2004)より
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がけ崩れがけ崩れがけ崩れがけ崩れ

地すべり地すべり地すべり地すべり

土石流土石流土石流土石流

豪雨･地震による地盤災害（日本）

件

年

日本における過去6年間の土砂災害発生件数

国土交通省砂防課より

がけ崩れがけ崩れがけ崩れがけ崩れ
地すべり地すべり地すべり地すべり
土石流土石流土石流土石流

原因

観測史上最多となる
台風10個の上陸

新潟県中越地震

新潟県中越地震
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豪雨・地震による地盤災害（土砂崩れ）豪雨・地震による地盤災害（土砂崩れ）豪雨・地震による地盤災害（土砂崩れ）豪雨・地震による地盤災害（土砂崩れ）豪雨・地震による地盤災害（土砂崩れ）豪雨・地震による地盤災害（土砂崩れ）豪雨・地震による地盤災害（土砂崩れ）豪雨・地震による地盤災害（土砂崩れ）

災害名：
新潟県中越地震
（2004年10月23日）

被災地：
新潟県小千谷市

被害状況：
土砂崩れにより、
県道とJR上越線
が寸断される

朝日新聞ホームページより引用

旧山古志村における地震発生時の降水量
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地震発生日

地震発生 2004

年10月23日17:56 時
間雨量 0mm
実効雨量 69㎜

台風23号

台風23号
期間（10月18～21日）

最大1時間雨量 90㎜
最大実効雨量 115㎜

特徴

地震発生時の土砂災害は台風23号による降雨の影響が大きい
と考えられる

GISを用いて崩壊の誘因を分析
～「斜面崩壊地」と「地震発生時の実効雨量」の関係～

特徴

土中の水分量が多いところほど、崩壊が多発している

（IDW法）

GISを用いて崩壊の素因を分析
～「斜面崩壊地」と「斜面勾配」の関係～
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特徴

斜面勾配が10°～30°の範囲で、崩壊が多発している
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実効雨量値をクラス分けしてグラフ化

斜面崩壊地の実効雨量は
どの程度だったのか？

降雨の影響の分析
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斜面崩壊地における実効雨量頻度分布

実効雨量(mm) 実効雨量(mm)

斜面崩壊地における実効雨量の割合

実効雨量(mm) 実効雨量(mm)

実効雨量が70～75mmに
なると急激に崩壊が増加先行降雨の影響
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５０年後、１００年後はどうなりそうなのか？５０年後、１００年後はどうなりそうなのか？５０年後、１００年後はどうなりそうなのか？５０年後、１００年後はどうなりそうなのか？５０年後、１００年後はどうなりそうなのか？５０年後、１００年後はどうなりそうなのか？５０年後、１００年後はどうなりそうなのか？５０年後、１００年後はどうなりそうなのか？

�気候変動

・海面上昇

・降雨特性の変化

地震の頻発

巨大地震の発生

�地震大国日本

複合災害

持続可能な発展持続可能な発展
•• 現状だけでなく将来の状況も考慮すること現状だけでなく将来の状況も考慮すること

•• 気候変動の影響を考慮して評価すること気候変動の影響を考慮して評価すること

•• 気候変動によって増加する自然災害に対する防災・減災、気候変動によって増加する自然災害に対する防災・減災、
また、適応できる対策を開発すること。また、適応できる対策を開発すること。
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チャオプラヤ河チャオプラヤ河チャオプラヤ河チャオプラヤ河→

タイ湾タイ湾タイ湾タイ湾

チャオプラヤデルタにおける海面上昇と広域チャオプラヤデルタにおける海面上昇と広域チャオプラヤデルタにおける海面上昇と広域チャオプラヤデルタにおける海面上昇と広域チャオプラヤデルタにおける海面上昇と広域チャオプラヤデルタにおける海面上昇と広域チャオプラヤデルタにおける海面上昇と広域チャオプラヤデルタにおける海面上昇と広域地地地地地地地地
盤盤盤盤盤盤盤盤沈下による水没域拡大沈下による水没域拡大沈下による水没域拡大沈下による水没域拡大沈下による水没域拡大沈下による水没域拡大沈下による水没域拡大沈下による水没域拡大

チャオプラヤデルタ

タイのチャオプラヤデルタ

(Asia Air Port Hotel周辺周辺周辺周辺)

地下水の過剰な揚水に
伴う地盤沈下

・不等沈下

・構造物の抜け上がり

・洪水時の水没域拡大

・地表面が下がることに

よる相対的な海面上昇

地盤沈下の被害

�� アジア・メガデルタアジア・メガデルタ地域地域におけるにおける基本情報基本情報のの整備整備

–– ｢｢ETOPOETOPO55｣｣標高標高データデータ、主要生態系、主要生態系((オルソンのオルソンの植生植生))、人間、人間によるによる土土
壌劣化、世界境界壌劣化、世界境界データデータ、世界人口、世界人口データデータ、地震、地震にに関関するする自然災害自然災害
危険危険データなどデータなど99種種のの基本情報基本情報をを整備整備→→メガデルタメガデルタDBDB

�� チャオプラヤ・デルタにおけるチャオプラヤ・デルタにおける地盤沈下地盤沈下のの現状把握現状把握とと将来予測将来予測

–– 地盤沈下観測情報地盤沈下観測情報のの収集収集とと整備：整備：754754地点地点((19961996～～20032003年）年）

–– 観測的地盤沈下予測手法観測的地盤沈下予測手法のの適用適用

チャオプラヤ河デルタにおける
地盤沈下観測点

観測値と予測値の比較
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サムットプラカンでの適用例

( ){ }iRPi tCSS −−= exp10

以上の成果を利用して、現状、以上の成果を利用して、現状、20302030年、年、20502050年、年、21002100年の年の

地盤沈下予測マップを作成地盤沈下予測マップを作成

↓↓

メガデルタメガデルタDBDBへ入力へ入力
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地盤沈下予測マップ(2001年－2100年) 海面上昇量59cmを想定した場合の浸水域マップ
（標高値＝現在標高値－2100年地盤沈下量）

影響評価事例影響評価事例影響評価事例影響評価事例影響評価事例影響評価事例影響評価事例影響評価事例

海面上昇と地盤沈下による複合的要因による浸水域の評価結果海面上昇と地盤沈下による複合的要因による浸水域の評価結果海面上昇と地盤沈下による複合的要因による浸水域の評価結果海面上昇と地盤沈下による複合的要因による浸水域の評価結果海面上昇と地盤沈下による複合的要因による浸水域の評価結果海面上昇と地盤沈下による複合的要因による浸水域の評価結果海面上昇と地盤沈下による複合的要因による浸水域の評価結果海面上昇と地盤沈下による複合的要因による浸水域の評価結果

地盤沈下と海面上昇で
約1,000km2水没する

可能性も

www.civil.ibaraki.ac.jp

気候変動に伴う沿岸域気候変動に伴う沿岸域気候変動に伴う沿岸域気候変動に伴う沿岸域気候変動に伴う沿岸域気候変動に伴う沿岸域気候変動に伴う沿岸域気候変動に伴う沿岸域地盤の地震時脆弱性評価地盤の地震時脆弱性評価地盤の地震時脆弱性評価地盤の地震時脆弱性評価地盤の地震時脆弱性評価地盤の地震時脆弱性評価地盤の地震時脆弱性評価地盤の地震時脆弱性評価

� 気候気候気候気候変動による地下水位の変動による地下水位の変動による地下水位の変動による地下水位の変化変化変化変化

� 地震による地盤の液状化の危険性の増大地震による地盤の液状化の危険性の増大地震による地盤の液状化の危険性の増大地震による地盤の液状化の危険性の増大

� 経済被害の増加経済被害の増加経済被害の増加経済被害の増加

柏崎市 2007/7/20撮影

Liquefaction of ground?Liquefaction of ground?

recorded in Niigata earthquake in 1964recorded in Niigata earthquake in 1964

(Japanese Geotechnical Society)(Japanese Geotechnical Society)

簡単な実験をしてみました。簡単な実験をしてみました。

••えいぞうえいぞう

地盤の成り立ち

下水管
ビルヂング

地震動が作用すると・・・

地震
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地盤の液状化現象

浮き上がり沈下

液状化の後には・・・

www.civil.ibaraki.ac.jp

地震による地盤災害（液状化現象）地震による地盤災害（液状化現象）地震による地盤災害（液状化現象）地震による地盤災害（液状化現象）地震による地盤災害（液状化現象）地震による地盤災害（液状化現象）地震による地盤災害（液状化現象）地震による地盤災害（液状化現象）

災害名：
阪神淡路大震災
（1995年1月17日）

被災場所：
学校の校庭

被害状況：
液状化現象

http://www.city.kobe.jp/cityoffice/09/010/shiryokan/earthquake/earthquake03_03_02.htmlhttp://www.city.kobe.jp/cityoffice/09/010/shiryokan/earthquake/earthquake03_03_02.htmlhttp://www.city.kobe.jp/cityoffice/09/010/shiryokan/earthquake/earthquake03_03_02.htmlhttp://www.city.kobe.jp/cityoffice/09/010/shiryokan/earthquake/earthquake03_03_02.html

www.civil.ibaraki.ac.jp

簡単な実験をしてみましょう。簡単な実験をしてみましょう。簡単な実験をしてみましょう。簡単な実験をしてみましょう。簡単な実験をしてみましょう。簡単な実験をしてみましょう。簡単な実験をしてみましょう。簡単な実験をしてみましょう。

表面張力

表面張力

吸着水が土粒子同士をひきつける

有効応力は土粒子間の摩擦 �剛性の増加

�有効応力の増加

海面上昇 気候変動

沿岸域の地下水位上昇

構造物の安定性の低下

気候変動に起因する液状化危険度増大の影響

液状化による危険領域の拡大

2100年までの海面上昇(IPCC) 50mm以上の降雨量

気候変動により沿岸域の地下水位が上昇

沿岸域の液状化による影響を評価

液状化危険領域の変化

液状化による経済被害額
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気候変動など地下水位変動への影響を考気候変動など地下水位変動への影響を考
慮した液状化ハザードマップの作成手順慮した液状化ハザードマップの作成手順

DatabaseDatabase

AnalysisAnalysis

VisualizationVisualization

地震情報 地盤情報 地理・地形
情報

気候変動

地震危険度
解析

地下水流動
解析

調査地点における
液状化危険度の判定

空間補間

液状化ハザードマップ

Senario1

Senario2

Senario3

SenarioN

対象地域

東京都東部

地盤情報DBを用いた地盤モデルの作成

地盤情報DB

位置情報(緯度・経度)

ボーリング柱状図
深度 土質名称
深度 N値

土質名称⇔粒度組成

IDW法
単位深度
粒度組成

粒度組成に応じて
土質名称を決定

250mメッシュ
地盤構造モデル

∑
=

=
p

n

n

knk zSoilwzSoil
1

*
)()(

広域的な地盤構造の
把握が可能

地盤情報DBを用いた地盤モデルの作成

猪狩(2008)によるN値の空間分布推定手法

異常値の除去

深度とN値の関係(トレンドモデル)の算出

地域性を考慮したN値の空間分布推定

実測N値とトレンドの差(ランダム成分)

IDW法による空間補間

地盤構造モデルからN値を推定

礫質土

砂質土

シルト質土

粘性土

有機質土

火山灰質粘性土

火山灰質土

玉石質土

岩

その他の土質

地盤情報DBを用いた地盤モデルの作成

東京都東部の地盤構造モデル

気候変動に伴う不圧地下水流動予測

鈴木(2007)により開発された不圧地下水流動予測手法を
用いて気候変動を考慮した将来の地下水位予測を行う

対象領域：東京都東部

250mメッシュ

要素数：1794

節点数：1961

要素数：1295

節点数：1424

領域1

領域2

地表面の高さ：50mDEM

不透水性基盤面：シルト質土層
透水係数：地盤構造モデルで得られた土質名称の代表値
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海面上昇シナリオ

地
下

水
位

(m
)

日数1 2 3 4 5 6 上昇量を日数で割った値を
1日の上昇量とする

気候変動に伴う不圧地下水流動予測

年年年年
上昇量上昇量上昇量上昇量
(m)

1日上昇量日上昇量日上昇量日上昇量
(××××10-5m)

2000 0.017 0.459

2010 0.047 0.827

2020 0.077 0.827

2030 0.107 0.827

2040 0.151 1.194

2050 0.208 1.561

2060 0.275 1.837

2070 0.342 1.837

2080 0.419 2.112

2090 0.503 2.296

2100 0.590 2.388
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雨
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降
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年年年年

降雨シナリオ

気象庁提供
「気候統一シナリオ第２版（2004)」

1981年～2000年
2031年～2050年
2081年～2100年

1981年～2000年 2031年～2050年

2081年～2100年

気候変動に伴う不圧地下水流動予測

2100年の地下水位－1990年の地下水位

降雨と海面上昇シナリオによる2100年の地下水位上昇量

内陸部で地下水位が
上昇

荒川沿岸では地下水位
上昇量は小さい

地下水位上昇量は
一様ではない

気候変動に伴う不圧地下水流動予測 液状化危険度評価

各シナリオで得られた地下水位を用いて判定

液状化安全率：

R：動的せん断強度比
L：地震時せん断応力比

( )( )∫ −−=
20

0

5.0101 dxxFP LL

FL ≦1で液状化

L

R
FL =

対象の地盤の深度20mまでの
液状化危険度評価

PL値が大きいほど液状化の
影響が大きい

(道路橋示方書)

PL＝0 ：液状化の影響なし
0＜PL≦5 ：液状化危険度は低い
5＜PL≦15 ：液状化危険度は高い
15＜PL        ：液状化危険度は非常に高い

(a) Scenario I : 現状 (d) Scenario IV : 気候変動を考慮した場合
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東京都東部の液状化ハザードマップ

・現状では，江戸川と荒川の間で液状化危険度が高い．

・海面上昇シナリオでは河川沿岸などで危険度が増大する．

・降雨シナリオのみ，降雨と海面上昇シナリオでは内陸部で
危険度が増大する．

・気候変動に伴う液状化危険度の増大は，降雨による影響
が大きい．内陸部で危険度が増大する．

1 新潟
2 新潟
3 伊豆大島近海
4 宮城沖
5 宮城沖
6 日本海中部
7 日本海中部
8 日本海中部
9 長野西部 10 釧路沖

11 北海道南西沖
12 兵庫県南部
13 兵庫県南部
14 東海
15 南関東

過去の地震災害における
被害額と民力総合指数の
関係を分析

生産･消費･文化などの
分野にわたって国民が
持っているエネルギー

民力総合指数

人口や工業製造品年間出荷額などの指標について，全国を1,000

または10,000とした構成比率を単純平均して算出される．

谷口らによる経済被害評価法

番号番号番号番号 地震名地震名地震名地震名 被災地域被災地域被災地域被災地域 民力総合指数民力総合指数民力総合指数民力総合指数 経済被害額経済被害額経済被害額経済被害額(兆円兆円兆円兆円)

1 伊豆大島近海 伊豆・熱海地域 2.9 0.068

2 宮城沖 仙台・泉南・石巻地域 10.1 0.591

3 宮城沖 宮城県全域 17 0.591

4 日本海中部 津軽地域① 3.5 0.083

5 日本海中部 能代・秋田・本庄市② 4.8 0.236

6 日本海中部 ①と②の地域 8.3 0.319

7 長野西部 木曾地域(大滝村) 0.34 0.038

8 釧路沖 釧路・根室地域 3 0.046

9 北海道南西沖 道南(奥尻島) 4 0.124

10 新潟 新潟市 6.1 1.614

11 新潟 新潟県全域 20.5 2.003

12 兵庫県南部 神戸市 30 6.915

13 兵庫県南部 兵庫県全域 41.4 9.916

過去の地震における民力総合指数と経済被害額

経済被害額算出法

11：新潟地震
12，13：兵庫県南部地震

被害拡大の要因の一つ

液状化

民力と経済被害額の
関係

傾きの比

0.237/0.0653=3.63

液状化による補正値

経済被害額算出法

0＜PL≦5：液状化危険度は低い
5＜ PL ≦15：液状化危険度が高い
15＜ PL ：液状化危険度が極めて高い

PL値の大きさによって

液状化による補正値が
変化

経済被害額算出式

HSeYp ××= 0653.0

経済被害額算出法
(a) Scenario I : 現状

The total economical 

damage is 

approximately 

3.69 trillion yen.
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(d) Scenario IV :気候変動を考慮した場合

The total economical 

damage is 

approximately 

4.09 trillion yen.

経済被害の増加分

東京都東部の経済被害額

1990年からの経済被害増加額
(降雨+海面上昇)

673

3,898 3,926

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

3,500 

4,000 

4,500 

海面上昇 降雨 降雨+海面上昇

経
済

被
害

増
加

額
経

済
被

害
増

加
額

経
済

被
害

増
加

額
経

済
被

害
増

加
額

( 億
円

億
円

億
円

億
円

)

気候変動シナリオ気候変動シナリオ気候変動シナリオ気候変動シナリオ

各シナリオにおける経済被害増加額

このような地域では，地下水位を低下させるなどの
対応策が必要となる

自然災害を防止・低減する自然災害を防止・低減する

？？適応？？？適応？？？

災害を防止・低減する災害を防止・低減する

自然の力自然の力自然の力自然の力自然の力自然の力自然の力自然の力

被害被害被害被害被害被害被害被害

防止策

持続可能な発展持続可能な発展

自然の力自然の力自然の力自然の力自然の力自然の力自然の力自然の力

被害被害被害被害被害被害被害被害

防止策
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災害に対する適応力と災害に対する適応力と
持続可能な発展持続可能な発展

時間時間時間時間時間時間時間時間

時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた
生活水準生活水準生活水準生活水準生活水準生活水準生活水準生活水準

気候変動＋災害気候変動＋災害にに対対するする適応力適応力とと
持続可能持続可能なな発展発展

時間時間時間時間時間時間時間時間

時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた時代に応じた
生活水準生活水準生活水準生活水準生活水準生活水準生活水準生活水準

災害に対する適応力災害に対する適応力

時間時間時間時間時間時間時間時間

時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準 時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準時代に応じた生活水準

時間時間時間時間時間時間時間時間

被害低減力被害低減力被害低減力被害低減力被害低減力被害低減力被害低減力被害低減力 復旧・復興力復旧・復興力復旧・復興力復旧・復興力復旧・復興力復旧・復興力復旧・復興力復旧・復興力

www.civil.ibaraki.ac.jp
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